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「楽しい子どもたちの雪の遊び場がほしいです！」
すべては子育て世代との懇談会でいただいた〝ママの声〟からはじまった物語 ・ ・ ・

当麻町にある施設・資源をいかして冬の遊び場を「ゼロ予算」でつくっちゃおう！

「冬のゼロ予算パークをみんなでつくろう！」。単にお金をかけて整備するのではなく、「共感・賛同の力」で心の
こもった雪国ならではの遊び場づくりを目指してきた動画連動企画「マチづくりに笑激をあたえる！」。

平成25年2月1日、インターネット動画投稿サイト「ユーチューブ」に当麻町ユーチューブチャンネルを開設し、
公務員が発信するバラエティー番組がスタート。これまで約1年間で全23話（全224分）を公開し、6,510再生い
ただいています。ユーチューブ番組のほかケーブルテレビ番組、ホームページ、さらにインターネット上での
世界的交流サイト「フェイスブック」も積極的に活用し情報を連動させ発信。テレビ、新聞、雑誌などでも取り
上げてもらえるような話題づくりにも力を注ぎ、「当麻町なんだか楽しそうなマチだね☆」と感じていただける
ような複合的情報発信で話題が話題を呼ぶ「メディアをクロス」させるプロモーション戦略を進めてきました。

「マチづくりに笑激をあたえる！」。報道機関からは一体どのようにとらえられていたのでしょうか。
「外からの目」で冷静にとらえた報道内容なども交え、当麻町ならではの挑戦を振り返りご紹介していきます。

多くの人の共感の力をいただかなければ、なにも実現できないという最初から追いつめられた状況の中、笑いを
交え目標実現への進み具合を「見える化」させながら、約1年お届けしてきた体当たり挑戦バラエティー企画。

「たのしいこと、おもしろいこと、ゼロからつくりあげる、子どもたちのための冬のアイデアパーク☆」
その結末は・・・
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「11時だよ！みんな集まれ！笑激の入雪式☆」　当麻町フェイスブック・当日リアルタイム配信投稿文より

①約1年をかけ体当たり企画ですすめてきた「アイデア勝負・ゼロ予算スノーパーク☆の可能性」... 運命の日、2014年
1月13日、午前11時「笑激の入雪式☆」。会場には私たちの予想をはるかに上回る「想定外！」の200人を超える大入
りのみなさんの歓声！ 横一列に手をつないで並び、悲鳴？笑顔☆で未踏の雪原を踏み固めました！

②雪中鬼ごっこ、広報紙にモデルデビューできる券が大賞の雪中宝さがし、みなさんでワイワイ遊びながら「笑顔☆」
で雪原を走り回ると....　気づけば会場が完成！！！　みなさんのお力で遊び場がどんどん形作られていきました☆

③子どもたちのため、オヤジたち・奥様方の体を張ったハッスル！で、滑り台の開拓にダイブする大人のみなさん。
雪まみれになって斜面を登ってはダイブ！の連続！！　子どもたち以上にはしゃぐ？みなさんの「笑顔」、感動のス
テキシーンです☆　気づけば自然の傾斜をいかしたワイド滑り台が完成です！！！　オヤジたちの背中を見ていた
子どもたち...　すると大きな声で「ダイブしたい！」　元気いっぱい、フカフカ雪へ飛び込んでいました☆　ダイナ
ミックに切り開かれた滑り台。子どもたちはさっそく「笑顔」で楽しんでいました！

④踏み固められた広場では、当麻サッカー少年団の父母でつくるフットサルチームのみなさんが雪中サッ
カ ー 大 会 を 企 画。 大 人 も 子 ど も も 雪 原 で 元 気 い っ ぱ い プ レ ー！ 思 い き り「 笑 顔 」で か け 回 っ て い ま し た ☆ 

⑤たくさん遊んだ後、会場に近接する温浴施設「ヘルシーシャトー」内のレストラン「どんぐりころころ」さまより、豚
汁200食分の無償提供のお気持ちを参加者全員で堪能！ 心も体もホッカホカ☆で楽しい時間とともに帰路につかれ
たようでした。みなさんのお力で「ゼロ」から遊びながら作り上げる「アイデア勝負・ゼロ予算スノーパーク☆」。本
当にたくさんの共感のお力、ありがとうございました！

北海道新聞

旭川ケーブルテレビ

北海道新聞

北海道新聞

メディアあさひかわＮＨＫ
ニュース番組

「おはよう日本」「おはよう北海道」

当麻町“笑顔の挑戦”テレビ放送☆
ＮＨＫ

ニュース番組

「おはよう日本」「おはよう北海道」

当麻町“笑顔の挑戦”テレビ放送☆
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スノーパーク激闘編

アイスドーム祝･完成！スノーパーク激闘編

アイスドーム祝･完成！

北海道新聞

「愛・ステキ空間！アイスドーム☆」　当麻町フェイスブック･当日リアルタイム配信投稿文より

①約1年前のロケで出会い、あまりのステキさに息をのんだ「アイスドーム☆」　元東海大学旭川キャンパス教授で
現在、同大学名誉教授の粉川さまが、当麻町のマチづくり体当たり企画の主旨に共感いただき、指導ボランティ
アで埼玉県からはるばる当麻町へ！　粉川さまが築き上げた世界でただ一つの建築学「アイスドーム」☆　マイナス
10℃以下の極寒にならないと作業できない、超絶に過酷？超絶にワクワク！？深夜作業！！　気合いの入った熱
き「魂」、当麻の地でお待ちしています☆ 笑

②アイスドーム☆ 粉川さまをお迎えに1月25日、旭川空港へ。初めてお会いした先生の印象は… おちゃめ！ 気になっ
ていた事前準備はOKサイン☆ ゼロ予算な私たちの体当たり企画に、町内企業さん、農家さん、有志みなさんの温
かな応援＆資材提供をいただき無事、先生の厳しいチェック・第一関門クリアできました！明日から作業開始。決
戦です☆

③作業2日目の1月27日から、アイスドームへの散水・散雪作業を本格的に開始！　午後7時から午前0時の前半、午
前0時から7時までの後半、2班「徹夜」体制で挑んでいます☆　作業を終え、ドームの前でポーズを決める前半組の
みなさん。熱いお気持ち、自主的な参戦ありがとうございます！！　そして、午前0時集合の後半組10人のみなさん、
気合いを入れて集まっていただきましたが....　外気温マイナス5.7℃で作業中止！　マイナス10℃以下にならない
と作業ができない、天候に大きく左右されるということを実感しました。。。

④1月31日午後8時、ついにアイスドーム完成！　内部の神秘的なステキ空間☆を目にする瞬間が訪れました。連日
徹夜な日々での散水・散雪作業。町民のみなさん、中には他市町のみなさん、本当にたくさんの熱いお気持ちをい
ただき異業種の方々、延べ人数91人のお力をいただきました！　これまで作業に関わられた方にお集まりいただ
き、完成の喜びを共に分かち合ったかけがえのない瞬間。ご当地タレント？「スター☆ししど君」がビデオカメラを
前にして見せた男泣き....　本当に胸が熱くなる時間でした。「マチづくりに笑激をあたえる！」みなさんの愛と熱い
情熱、ありがとうございました！
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平成26年2月14日『バレンタ
インデー』。当麻町を「愛」で
染めるアイデアイベントを
発動します。ミッション内
容・進行状況は随時お伝え
させていただきます。熱い
思いがつながり合う共感の力、
こうご期待ください☆
(フェイスブック投稿文より) 「笑激の入

雪式」だけ
では

まだまだ終
わらない！

「愛☆」ミ
ッション発

動！

「愛」をキーワードに思い描
い た6つ の ア ク シ ョ ン プ ラ
ン☆ 予算がない中でどこま
でできるのか... みなさんに
お力添えのお声かけをさせ
て い た だ い た と こ ろ、「 ゼ
ロ予算」の企画主旨にあた
た か な お 気 持 ち と 賛 同 を
い た だ き、 す べ て 実 現 さ
せ る こ と が で き ま し た！ 

（写真/協力依頼時プレゼン資料）

「愛☆からはじまるマチ活性化プロジェクト」　当麻町フェイスブック配信投稿文より

①ミッション☆当麻町を「愛」で染めるアイデアイベント・アクションプラン②発動！　雪原のキャンパスに描く「ア
　ウトサイダーアート☆」　かたるべの森からのおくりもの...　「愛」のステキ空間を演出していただきます！
②当麻町を「愛」で染めるアクションプラン③発動！　「愛の木」ステキにイルミネーションライトアップ☆　花工房
　「比呂」店主、中島さんの監修のもと、カップル・家族・夫婦の「愛」が光り輝く空間を創造します！
③当麻町を「愛」で染めるアクションプラン④発動！　「愛の道・アイスキャンドルライトでそめるステキ演出☆」　
　青年会議さんの思いがつまった2月9日のイベント後、再活用させていただきます！
④当麻町を「愛」で染めるアクションプラン⑤発動！　「愛の音楽会☆神秘のアイスドームコンサート！」
⑤当麻町を「愛」で染めるアクションプラン⑥発動！　「アイスドーム『一夜雫』☆高砂酒造さま甘酒無料ふるまい！」
⑥愛巣ドーム・バレンタイン☆　大切な方とステキな時間を・・・
　1日目 2月14日　18：00 ライトアップ、19：00 ジャズコンサート、21：00 ライトアップ終了
　2日目 2月15日　14：30 オープニング・「旭川マミーズバンド」サックス8重奏、 「キッチンドリンカー」ロックバン

ド演奏、 「菅野孝山流」津軽三味線演奏、16：00 「でんすけくん」一般初お披露目出動、 「高砂酒造・一夜雫」甘酒無
料ふるまい（数量限定）、17：30 ライトアップ、18：00 「愛の木」下で町広報係・愛の記念撮影プリントサービス、
大型滑り台「ナイトライディング」、21：00 イベント・ライトアップ終了

⑦愛巣ドーム・バレンタイン☆　2月14日、前夜祭でステキなジャズ演奏を披露していただいた「名もなき
　ジャズトリオ」のみなさん。ドームいっぱいになるご来場のもと、とっておきのバレンタインプレゼント、
　ありがとうございました☆
⑧本日2月15日もステキにライトアップ☆　カップル、ご夫婦、ご家族みなさんが「愛」を感じあう「愛の木」。
　ハート型のキャンドルに囲まれた特別な記念撮影はいかがですか？　みなさんの「愛」お待ちしています！
　2月10日デビュー「でんすけくん」（仮称）も愛を語り合った？ようですよー☆
⑨2月23日、ゼロ予算スノーパークは閉園となります。多くのファミリーみなさんのご利用、ありがとうご
　ざいました！　たくさんのみなさんの熱いお気持ちをいただいたからこそ実現できたスノーパーク☆　愛
　巣ドーム・バレンタインイベント☆　共感、賛同のお力、ありがとうございましたm(__)m
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誕
生
で
あ
り
ま
す
。こ
の
ド
ー
ム
を
中
心
に
当
麻
町
の
夢
や
願
い
が
、

「
う
ー
ん
」と
大
き
く
な
る
よ
う
に
み
ん
な
で
願
っ
て
、
今
日
の
こ
の
日
を
お
祝

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

埼玉県在住　東海大学名誉教授
粉川  牧（こかわ つとむ）さん（66）

笑
顔
咲
く
マ
チ「
当
麻
町
」

「
笑
顔
」は
マ
チ
の
最
高
の
宝
物
で
す
。

10



笑
 

顔

当
麻
町
役
場
総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
商
工
観
光
係

ご
当
地
タ
レ
ン
ト
？「
ス
タ
ー
☆
し
し
ど
君
」こ
と
宍
戸
友
裕

 

　
最
後
に
み
な
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。
我
々
は
、
村
椿
さ

ん
と
最
初
２
人
で
い
ろ
い
ろ
始
め
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
と
に
２
人
は
な
に

も
や
っ
て
な
い
。
な
ん
に
も
で
き
な
い
。
ほ
ん
と
に
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
な

か
っ
た
ら
な
ん
に
も
で
き
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
実
際
や
っ
て
み
て
、
い
ろ
ん
な

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て･･･

（
涙
）。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ア
イ
ス
ド
ー
ム
は
完
成
し
た
け
れ
ど
も
、
ぼ
く
ら
の
目
標
は
ま
だ
終
わ
っ
て

い
な
い
ん
で
す
！
こ
の
ア
イ
ス
ド
ー
ム
を
見
て
、
ふ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に

笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
こ
こ
に
訪
れ
る
人

た
ち
の
笑
顔
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
愛
巣(

ア
イ
ス)

ド
ー
ム
！
イ
エ
イ
☆（
笑
）

笑
顔
咲
く
マ
チ「
当
麻
町
」

「
笑
顔
」は
マ
チ
の
最
高
の
宝
物
で
す
。

当麻町挑戦企画 「マチづくりに笑激をあたえる！」 へ寄せられたメッセージ

●当麻町のチャレンジ精神と情熱に刺激をいただいています！がんばってください！
●取り組みがすばらしいです！　　●みんなの笑顔☆に、いいね！
●家族の時間を作ることが出来ましたよ(^∇^)ありがとう(^。^)y-~
●お疲れ様でした。また来年も挑戦してください！
●仕事がある平日も夜中の水かけ作業などで大変だったと思います。よくがんばった！
●若い人が集まって何かをやれる、そして、サポートする協力者もたくさんいる当麻町は活気が

あってうらやましいです！
●自分たちの意見も聞いてくれるようなマチなら住んでみたいです！
●初めてのことをするときは、何かと大変だったと思いますが、みなさんが一致団結し協力しあ

いスノーパークオープン、アイスドーム完成、愛のイベントの開催まで本当にお疲れ様でした。
そしてありがとうございました！

●青春をありがとう！　　●おやじは今後も共に走る！
●最高！今後も微力ながら協力させていただきます！
●充実してる！熱い動画企画を心待ちにしている人が
　いることを忘れずに！ウルトラソウル！ヘイ！笑
●お疲れさまです（≧∇≦）目標に向かう姿はみなさん
　キラキラしていました（＾Ｏ＾）
　真剣かつ楽しむってたくさんの人の心に響いて〜
　なんだか凄いなぁと感動です(*^◯^*)完
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■
日

程

平
成

年
１
月

日
～

日

２６

２２

２４

■
視
察
先

▽
初

日
：
東
京
都（
国
土
交
通
省
北

海
道
局
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

小
里
泰
弘
氏
、
衆
議
院
議
員

今
津

寛
氏
、
衆
議
院
議
員

鈴
木
貴
子
氏
）

▽
二
日
目
：
茨
城
県

（
み
ず
ほ
の
村
市
場
、
㈲
横
田
農
場
）

▽
最
終
日
：
神
奈
川
県（
横
浜
港
）

■
参
加
者

長
谷
川
新
、
坂
本
拓
生
、
中
原
正
紀
、

宮
嶋
一
洋
、
舟
山
賢
治
、
伊
林
和
彦
、

菅
野
史
昭
、
片
原
康
夫
、
美
頭
勇
二
、

菊
川
哲
平
、
中
島
大
智
、

開
田
ひ
ろ
み
、
羽
根
里
美

□
事
務
局

三
浦
雄
司（
Ｊ
Ａ
当
麻
）、

塚
田
祐
也（
当
麻
町
役
場
）

霞
ヶ
関
の
空
気
を

肌
で
感
じ
て

〔
国
土
交
通
省
北
海
道
局
〕

視
察
初
日
は
、
国
の
政
治
、
経
済
の

中
心
地
で
あ
る
東
京
都
心
部
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
な
お
、
こ
の
日
は
、
菊
川
町
長

が
視
察
団
の
先
頭
に
立
ち
、
霞
ヶ
関
・

永
田
町
界
隈
へ
同
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
国
土
交
通
省
北

海
道
局
農
林
水
産
課
。
国
に
お
い
て
、

北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
企
画
・
立
案
・

推
進
を
行
う
、
農
業
者
に
と
っ
て
は
、

農
業
農
村
整
備
事
業
等
で
関
わ
り
の
あ

る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
。

国
の
農
業
予
算
の
説
明
に
続
い
て
行

わ
れ
た
意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
当

方
か
ら
の「
高
齢
化
に
よ
る
農
家
戸
数

の
減
少
、
そ
の
結
果
、
担
い
手
一
人
ひ

と
り
の
面
積
増
に
よ
る
負
担
増
加
へ
の

軽
減
対
策
と
し
て
、
圃
場
管
理
等
作
業

の
Ｉ
Ｔ
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
の
意
見
に
対
し
、
同
局
農
林
水
産
課

長
か
ら
は
、「
上
士
幌
町
で
農
作
業
の

ロ
ボ
ッ
ト
化
が
進
め
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
」と
、「
北
海
道
に
お
け
る
自
動
操

舵
が
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
割
合
が
こ
こ

５
年
で
全
体
の
お
よ
そ
一
割
と
な
っ
て

お
り
、
急
カ
ー
ブ
で
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
る
」と
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
農
林
水
産
省
〕

時
事
刻
々
と
動
く
、
農
業
政
策
が
決

定
す
る
場
の
雰
囲
気
、
空
気
と
も
言
え

る
も
の
を
身
近
に
感
じ
取
る
。

そ
れ
が
、
国
会
が
鎮
座
す
る
こ
の
霞
ヶ

関
界
隈
を
訪
問
し
た
理
由
で
し
た
が
、

我
々
視
察
団
が
国
土
交
通
省
の
次
に
訪

問
し
た
の
は
、
同
省
か
ら
ほ
ど
近
い
農

林
水
産
省
。
そ
こ
で
は
、
副
大
臣
に
次

ぐ
ナ
ン
バ
ー
３
の
ポ
ス
ト
と
言
え
る
政

務
官
、
自
民
党
前
農
林
部
会
長
で
鹿
児

島
県
選
出
の
国
会
議
員
で
あ
る
小
里
泰

弘
氏
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）や
飼
料
用
米
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

政
務
官
か
ら
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
交
渉
に
な
る
が
、
重
要

５
品
目
は
守
る
姿
勢
で
い
く
の
で
、
大

き
く
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
」と
の
冒

頭
の
話
に
続
い
て
、「
年
々
、
米
の
需

要
が
低
下
し
、
米
価
が
下
落
す
る
と
減

反
が
進
む
。
そ
の
為
に
主
食
用
米
と
非

主
食
用
米
の
分
類
を
明
確
に
し
、
主
食

用
米
の
価
格
を
安
定
さ
せ
る
。
今
年
度

か
ら
飼
料
用
米
の
数
量
支
払
制
度
を
導

入
し
、
水
張
り
面
積
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
耕
作
放
棄
を
解
消
さ
せ
る
」と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会

で
は
、
飼
料
用
米
に
つ
い
て
、「
当
麻

町
に
は
畜
産
業
者
が
い
な
い
た
め
、
売

り
先
を
見
つ
け
る
の
が
容
易
で
は
な
い
」

と
の
当
方
か
ら
の
意
見
に
対
し
、「
地

域
内
で
畜
産
農
家
を
対
象
に
し
て
、
直

接
契
約
す
る
方
法
の
他
に
、
全
農
方
式

を
取
り
入
れ
、
近
く
の
Ｊ
Ａ
に
出
す
こ

と
で
、
全
農
を
通
じ
て
出
荷
で
き
る

よ
う
、
国
と
自
治
体
と
Ｊ
Ａ
と
で
協

議
し
、
な
ん
と
か
出
口
を
作
り
た
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
麻
町
は
、
畜
産
業
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
主
食
用
米
の
評
価
が
全

道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
飼
料
用
米
へ
積
極
的
に

取
り
組
む
に
は
、
難
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

〔
衆
議
院
議
員
会
館
〕

二
つ
の
省
庁
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
２０

分
程
度
の
懇
談
を
持
っ
た
後
、
次
に
向

か
っ
た
の
は
衆
議
院
議
員
会
館
。
北

海
道
選
出
で
最
年
少
の
衆
議
院
議
員

で
も
あ
る
、
鈴
木
貴
子
氏
の
執
務
室

を
訪
問
し
、
同
じ
世
代
の
若
者
の
立
場

で
感
じ
て
い
る
、
国
会
の
話
を
伺
い
ま

し
た
。

同
議
員
が
力
点
を
置
い
て
話
さ
れ
た

の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
情
報
提

供
の
話
。「
マ
レ
ー
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ

農政の改革やグローバリズムの進展等、激変期を迎えた農業情勢の中、町とＪＡ当麻は、当麻農業のあ

るべき未来像を考案してもらうため、若手の農業者と商工業者で構成されるチームを本年度発足させました。

その名は、「当麻農業未来創造チーム」、平成２８年春までに、独自の具体策を町や農協に建議すべく、検討

を開始しました。なお、同チームがこのほど、道外視察研修を行いましたので、その内容を報告します。

当麻農業未来創造ＴＥＡＭ
チ ー ム

道外視察研修レポート
文責■当麻農業未来創造チーム事務局（当麻町農林課）

東京霞ヶ関官庁街を歩く
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な
ど
に
お
い
て
は
、
他
国
の
こ
と
は
話

さ
な
く
と
も
、
自
国
民
に
対
し
て
現
段

階
の
、
あ
る
一
定
の
状
況
を
公
開
し
て

交
渉
内
容
に
反
映
し
て
い
る
が
、
日
本

で
は
全
く
そ
の
動
き
が
見
ら
れ
な
い
」、

さ
ら
に
、「
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
た
め
、

現
在
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
賛
成
反
対
で
は
な
く
、

国
民
へ
の
情
報
開
示
が
必
要
だ
と
考
え

る
議
員
に
対
し
呼
び
か
け
を
す
る
な
ど
、

与
党
議
員
も
議
論
の
輪
に
入
り
や
す
い

環
境
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
議
員
の
父
、
鈴
木
宗
男
氏
に
は
、

町
の
青
年
組
織
で
あ
る「
当
麻
町
青
年

会
議
」の
主
催
に
て
、
町
内
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
鈴
木

貴
子
議
員
に
も
ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
、

当
麻
町
民
に
対
し
て
、
国
会
か
ら
見
た

今
の
日
本
や
世
界
情
勢
に
つ
い
て
、
講

演
を
通
し
て
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
鈴
木
議
員
と

同
じ
く
北
海
道
選
出
の
衆
議
院
議
員
。

今
津
寛
氏
の
執
務
室
を
訪
問
し
話
を
伺

い
ま
し
た
。

同
議
員
か
ら
は
冒
頭
、
で
ん
す
け
す

い
か
や
当
麻
米
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
品
の

輸
出
を
大
い
に
進
め
て
ほ
し
い
」と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
業
政
策

に
つ
い
て
は
、「
今
ま
で
の
戸
別
所
得

補
償
制
度
に
お
い
て
は
、
努
力
し
た
人

も
そ
う
で
な
い
人
も
、
国
か
ら
等
し
く

補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
良
い
も
の
を

作
ろ
う
と
努
力
す
る
人
こ
そ
が
報
わ
れ

る
よ
う
に
、
国
が
力
を
貸
す
仕
組
み
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
経
営
所
得
安
定
対

策
の
見
直
し
に
お
い
て
、
面
積
に
応
じ

て
等
し
く
交
付
す
る「
米
の
直
接
支
払
交

付
金
」が
半
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
主
食
用
米
の
評
価
が
全

道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
当
麻
町

に
お
い
て
も
、
億
単
位
の
交
付
金
が
減

額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本
の

食
文
化
で
あ
る「
和
食
」が
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
今
、
そ
れ
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い「
国
内
産
の
お
い
し

い
お
米
」を
無
く
さ
な
い
よ
う
に
、
高

品
質
米
に
対
す
る
交
付
金
に
つ
い
て
、

農
政
主
導
に
よ
る
設
定
が
急
務
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
力
の

神
髄
を
学
ぶ

〔
み
ず
ほ
の
村
市
場
〕

視
察
二
日
目
は
ま
ず
初
め
に
、
日
本

一
の
直
売
所
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト『
全

国
直
売
所
甲
子
園
２
０
１
３
』に
お
い

て
見
事
最
高
位
に
輝
い
た
、
茨
城
県
つ

く
ば
市
に
あ
る「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」を

視
察
し
ま
し
た
。

同
市
場
の
開
設
は
平
成
２
年
。
こ
の

地
域
は
畑
作
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

売
所
の
商
品
は
園
芸
品
目
を
中
心
に
、

米
や
米
菓
子
等
の
加
工
品
が
あ
り
、
出

店
生
産
者
数
は

～

名
程
度
。
立
地

５０

６０

す
る
つ
く
ば
駅
周
辺
は
、
交
通
機
関
が

開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
化
が
進
み
、
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
開
設
当
初
は
商
品
の
値
段
が

高
い
と
言
わ
れ
、
近
郊
量
販
店
の
安
売

り
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
販
売
で
は
苦
戦

し
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
販
売
金

額
は
６
億
円
と
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
独
自
の
販
売
ル
ー
ル
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
規
則
が
あ
り
ま
す
。

①
生
鮮
農
産
物
は
朝
採
り
が
基
本
。

②
売
れ
残
り
は
自
己
回
収
。

③
同
種
の
商
品
の
販
売
価
格
は
、
最
初

の
出
荷
者
の
値
段
と
同
じ
か
、
そ
れ

以
上
に
す
る
。

④
売
れ
残
り
は
値
引
き
し
な
い
。

特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、
③
の
価
格

設
定
。
後
か
ら
参
入
し
た
生
産
者
は
、

同
じ
作
物
で
先
に
参
入
し
て
い
る
生
産

者
の
価
格
よ
り
も
、
安
く
価
格
設
定
し

て
は
い
け
な
い
と
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、

生
産
者
は「
よ
り
安
い
価
格
」で
は
な
く
、

「
よ
り
高
い
品
質
」で
勝
負
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

言
う
な
れ
ば
、
高
く
と
も
売
れ
る
、
高

品
質
な
農
産
物
づ
く
り
を
常
に
意
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
体
験
交
流
会
も
盛
ん
に
実

施
し
て
お
り
、
各
品
目
の
定
植
か
ら

管
理
、
収
穫
ま
で
の
基
幹
作
業
に
お

い
て
、
農
産
物
が
で
き
る
ま
で
の
困
難

さ
を
消
費
者
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の「
高
く
て
も
良
い
商
品
」

と
い
う
価
値
観
を
伝
え
、
あ
わ
せ
て
、

生
産
者
の
顔
と
現
場
を
あ
り
の
ま
ま
見

せ
る
こ
と
に
よ
り
安
全
・
安
心
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
発
し
て
い
ま
す
。

同
所
の
多
額
の
売
上
は
、
つ
く
ば
市

に
は
研
究
機
関
が
多
く
、
そ
こ
で
働
く

研
究
者
な
ど
、「
高
く
て
も
、
よ
り
良

い
も
の
を
食
べ
よ
う
」と
い
う
、
高
所

農林水産大臣政務官室にて鈴木貴子衆議院議員と記念撮影今津寛衆議院議員との意見交換の様子
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得
で
高
品
質
志
向
が
強
い
人
た
ち
が
購

入
層
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
成
功
の

一
因
と
聞
き
ま
し
た
が
、
買
っ
て
く
れ

る
人
が
い
た
か
ら
成
功
し
た
と
い
う
簡

単
な
言
葉
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
、
重
要

な
示
唆
を
こ
こ
で
は
感
じ
ま
し
た
。

栽
培
開
始
か
ら

年
を
迎
え
た
本
町

３０

の
で
ん
す
け
す
い
か
は
、「
み
ず
ほ
の

村
市
場
」よ
り
さ
ら
に
早
い
段
階
か
ら
、

消
費
者
と
生
産
者
が
顔
を
見
せ
合
う
関

係
を
構
築
し
て
き
た
、
郷
土
が
誇
る
高

プ
レ
ミ
ア
ム
農
産
品
で
あ
り
ま
す
。

す
い
か
に
生
産
者
の
名
前
入
り
シ
ー

ル
を
張
る
発
想
。
戸
籍
に
我
が
子
の
名

を
載
せ
る
か
の
よ
う
な
、
当
時
誰
も
考

え
な
か
っ
た
農
産
物
の
商
標
登
録
へ
の

挑
戦
。
基
準
に
わ
ず
か
で
も
到
達
し
な

い
も
の
は
、
で
ん
す
け
す
い
か
と
し
て

こ
の
世
に
出
さ
な
い
徹
底
し
た
品
質

管
理
。
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
た
こ
れ
ら

の
手
法
を
考
え
る
時
、
町
そ
菜
研
究
会

で
ん
す
け
部
会
と
担
当
Ｊ
Ａ
職
員
の
先

進
性
に
感
服
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」を
視
察
し
て
、
宝

の
山
は
近
傍
に
こ
そ
あ
り
、
で
ん
す
け

部
会
の
経
験
の
蓄
積
を
未
来
に
生
か
す

責
任
が
、
我
々
創
造
チ
ー
ム
に
は
あ
る

と
実
感
し
ま
し
た
。

〔
㈲
横
田
農
場
〕

「
み
ず
ほ
の
村
市
場
」の
次
に
向
か
っ

た
の
は
、
同
市
場
が
あ
る
つ
く
ば
市
の

南
端
と
接
す
る
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
の

「
㈲
横
田
農
場
」。
同
法
人
は
、
本
年
度

の
農
林
水
産
祭
天
皇
杯（
農
産
部
門
）を

受
賞
し
た
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
受
賞
理
由
と
な
っ
た
、「
大
幅
な

生
産
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
先
進
的

大
規
模
稲
作
経
営
」に
つ
い
て
学
ぶ
べ
く
、

代
表
の
横
田
修
一
氏
よ
り
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

横
田
農
場
の
あ
る
龍
ケ
崎
市
周
辺
は
、

県
下
で
も
主
要
な
水
田
地
帯
を
形
成
し

て
お
り
、
市
の
主
要
農
産
物
は
水
稲
。

一
方
、
首
都
圏
に
近
い
こ
と
で
農
業
後

継
者
は
、
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
担
い

手
は
、
同
法
人
の
み
と
い
う
状
況
で
あ

り
ま
す
。
耕
作
面
積
は
、
現
在
１
０
３
㏊

（
自
作
８
㏊
、
賃
貸

㏊
）。
う
ち
有
機

９５

米
が
５
㏊
、
特
別
栽
培
米
が

㏊
。
さ

２０

ら
に
、
直
播
を
５
～
６
㏊
ほ
ど
試
験
的

に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
転

作
に
つ
い
て
は
、
加
工
用
米
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

品
種
構
成
に
つ
い
て
は
、
作
期
を
ず

ら
す
た
め
、
あ
き
た
こ
ま
ち
や
こ
し
ひ

か
り
な
ど
の
品
種
を
作
付
し
、
田
植
え

自
体
は
６
月
ま
で
行
っ
て
お
り
、「
い

か
に
お
金
を
か
け
な
い
で
や
る
か
」が

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
た
め
、
そ
の
広
大

な
面
積
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ク
タ
ー

４
台
、
田
植
え
機
と
コ
ン
バ
イ
ン
は
、

各
１
台
し
か
保
有
し
て
お
ら
ず
、
作
期

を
伸
ば
す
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
前
記
し
た
農
業
機
械
の
整

備
は
、
自
社
社
員
が
技
術
を
習
得
し
て

行
い
、
仕
事
の
少
な
い
冬
期
間
に
は
、

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
す
る
な
ど
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
行
き
届
い
た
機
械
の
た
め

長
期
間
使
用
で
き
る
と
の
こ
と
。
機
械

店
に
通
常
払
う
で
あ
ろ
う
経
費
を
安
定

的
な
雇
用
体
制
の
構
築
に
繋
げ
て
い
る

わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
圃
場
管
理
は
、
約
３
５
０

枚
す
べ
て
の
圃
場
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
管

理
し
て
お
り
、
作
業
を
い
つ
、
ど
う
行
っ

た
の
か
一
目
瞭
然
と
の
こ
と
で
す
。

北
海
道
で
は
、
冬
に
作
業
が
で
き
ず
、

作
期
が
限
定
さ
れ
、
複
数
の
機
械
を
短

期
間
に
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
横
田
農
場
の
よ
う
な
時
間
差

で
基
幹
作
業
を
行
う
の
に
は
難
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
徹
底
し
た
コ
ス
ト

管
理
に
は
、
脱
帽
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
農
地
は
、
３
㎞
四
方

に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
自
ら
意

識
し
て
集
積
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
周

り
か
ら
お
願
い
さ
れ
、
こ
こ
ま
で
の
面

積
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

年
前
は

１０

㏊
、
現
在
１
０
０
㏊
と
、

年
前
に

２０

１０

比
べ
て
５
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

単
純
計
算
で

年
後
は
５
０
０
㏊
に
な

１０

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
準
備
を
進
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

販
売
の
分
野
で
は
、
元
来
、
農
協
へ

の
米
の
出
荷
率
は
低
い
こ
と
も
あ
り
、

生
産
し
て
い
る
お
米
の
９
割
は
直
売
し
、

残
り
は
卸
売
業
者
に
販
売
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
た
だ
し
、
資
材
関
係
は
す
べ

て
農
協
か
ら
購
入
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
加
工
用
米
で
は
、
地
元

の
加
工
品
製
造
会
社
と
販
売
契
約
を
結

び
密
接
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
他
、

ネ
ッ
ト
で
の
販
売
や
ス
ー
パ
ー
７
店
舗

に
も
出
荷
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
米
粉
加
工
品
の
販
売
も
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
元
々
、
横
田
代
表
の
奥
さ
ん
が
趣

味
で
米
粉
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
出
来
が
よ
か
っ
た
の

で
事
業
化
し
た
と
の
こ
と
。
そ
の
他
、

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
を
含
め
メ

「みずほの村市場」前で記念撮影 「みずほの村市場」にて。米の量り売り 筑波山山麓から関東平野を望む
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ニ
ュ
ー
が
全
部
で

種
類
、
自
家
用
の

２５

野
菜
な
ど
を
混
ぜ
て
作
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

実
は
、
加
工
品
そ
の
も
の
で
は
、
ほ

と
ん
ど
利
益
は
出
な
い
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
や
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

実
際
、
米
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
お

米
を
使
っ
て
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
試
食

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
米
そ
の
も
の

が
売
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
米

そ
の
も
の
は
従
来
と
何
も
変
わ
ら
な
く

と
も
、「
米
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が

向
上
す
る
か
ら
」と
横
田
代
表
が
語
っ

た
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

当
麻
町
で
も
昨
年
、「
で
ん
す
け
よ

う
か
ん
」が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
売
り

方
に
よ
っ
て
は
、
本
家
本
元
の
で
ん
す

け
す
い
か
の
売
り
上
げ
向
上
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
、
他
の

農
産
物
・
商
品
の
販
売
促
進
と
い
っ
た

相
乗
効
果
も
見
込
め
る
の
で
は
な
い
か
。

話
が
飛
躍
し
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
現
に
、
国
に
お
け
る
成
長
戦
略

第
２
弾「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
」の

中
で
現
政
権
は
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の

一
形
態
と
し
て
、『
文
化
の
輸
出
』と

称
し
、「
食
」や「
食
文
化
」と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
音
楽
や
映
像
等「
放
送
コ
ン
テ

ン
ツ
」の
輸
出
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描

い
て
い
ま
す
。

「
食
」だ
け
で
は
売
れ
な
い
が
、
そ
れ

を
取
り
巻
く
文
化
や
雰
囲
気
、
さ
ら

に
は
、
そ
の
応
用
編
と
言
え
る
よ
う
な

も
の
ま
で
セ
ッ
ト
に
し
た
売
り
方
を
販

売
戦
略
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
で

使
わ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
言
葉
を
語

源
と
し
た「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」と
い
う

言
葉
の
意
味
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本

来
の
意
味
で
あ
る「
相
手
に
勧
め
る
、

売
る
手
法
」と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は

逆
方
向
を
向
い
た
、「
相
手
に
商
品
の

良
さ
を
言
わ
せ
る
」と
い
う
と
こ
ろ
に

戦
略
的
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

言
う
な
れ
ば
、顧
客
に
、商
品
を
取
り

巻
く
物
語
の
主
人
公
と
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
訳
で
す
。

我
々
は
、「
こ
れ
は
Ｐ
Ｒ
に
は
な
る
が
、

販
売
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」と
い
う
二

分
法
を
す
ぐ
に
用
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、

「
こ
の
米
粉
の
ケ
ー
キ
美
味
し
い
ね
。

き
っ
と
、
お
米
も
…
」と
い
う
よ
う
に
、

顧
客
に
言
わ
せ
よ
う
と
す
る
横
田
代
表

の
仕
掛
け
作
り
か
ら
、
我
々
は
大
い
に

学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
北
国
全
体
に
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
収
穫
し
た
農
産
物
を
加
工
作
業

や
流
通
作
業
な
ど
の
付
加
作
業
を
経
て
、

加
工
商
品
と
し
て
販
売
す
る
等
の
６
次

産
業
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
冬
期
間
の

収
入
や
雇
用
に
対
す
る
一
つ
の
対
抗
策

で
あ
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

輸
入
現
場
で
考
え
た

安
全
と
品
質
の
両
立

〔
横
浜
港
〕

視
察
最
終
日
。
向
か
っ
た
の
は
、
横

浜
港
。
こ
の
日
の
目
的
は
、
輸
入
農
産

物
の
現
状
と
実
態
を
学
ぶ
べ
く
、
港
湾

労
働
組
合
の
執
行
委
員
長
で
あ
る
奥
山

芳
明
氏
の
案
内
に
て
、
輸
入
加
工
用
野

菜
が
保
管
さ
れ
る
倉
庫
を
見
学
し
た
後
、

輸
入
農
産
物
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

同
氏
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

倉
庫
を
見
た
と
こ
ろ
、
原
産
国
と
し

て
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
と
ラ
ベ
ル
に

記
載
さ
れ
た
木
箱
等
に
は
、
２
０
１
１

年
と
表
記
さ
れ
て
い
て
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ら
は
、
３
年
間
置
い
て
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
腐
敗
し
て
い
る

ふ
う
で
も
な
く
、そ
の
理
由
は
、防
腐
剤

等
が
混
入
さ
れ
て
い
る
た
め
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

輸
入
農
産
物
の
検
査
状
況
に
つ
い

て
も
、
奥
山
氏
の
話
に
よ
る
と
、
現
物

検
査
は
輸
入
品
全
体
の
３
％
ほ
ど
し
か

な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
検
疫

所
は
全
国
に

か
所
、
支
所
を
合
わ
せ

３１

て
１
０
３
か
所
あ
り
ま
す
が
、
食
品
公

害
を
水
際
で
止
め
る
の
に
必
要
な
食
品

衛
生
監
視
員
は
現
在
、
４
０
０
名
弱
し

か
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
進
展
状
況
に
よ
っ
て
は
、

輸
入
食
品
は
洪
水
の
よ
う
に
大
量
に
日

本
へ
入
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
果
た
し

て
こ
の
よ
う
な
実
態
で
、
食
の
安
全
・

安
心
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
一
抹
の
不

安
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

今
回
の
道
外
視
察
研
修
を
通
じ
て
、

国
産
農
産
物
は
本
当
に
高
い
の
か
。
そ

う
思
う
方
は
、
輸
入
食
品
の
安
い
も
の

を
食
べ
続
け
れ
ば
そ
れ
で
良
い
の
か
。

こ
れ
ら
を
真
剣
に
消
費
者
が
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
と
同
時
に
、

農
業
者
は
、
な
お
一
層
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
安
全
で
高
品
質
な

農
産
物
の
供
給
を
心
が
け
る
こ
と
が
、

日
本
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

横田農場にて、田んぼの学校「生き物調査」（６月）横田農場にて、田んぼの学校「稲刈り」（１０月）横浜港輸入品保管倉庫にて



　

昭
和
58
年
10
月
６
日
、
季
節
外
れ
の
初
雪
は
、
秋

の
刈
り
取
り
を
待
つ
黄
金
の
稲
穂
を
無
残
に
呑
み
込

み
ま
し
た
。
翌
年
、
当
麻
農
協
青
年
部
の
有
志
15
人

が
生
き
残
り
を
か
け
、｢

田
を
助
け
る｣

と
願
い
を
込

め
て
初
出
荷
し
た〝
で
ん
す
け
す
い
か
〟。
黒
真
珠
の

よ
う
な
美
し
い
輝
き
を
放
ち
、
す
い
か
の
ト
ッ
プ
に

君
臨
し
続
け
る
そ
の
姿
に
は
、
生
産
者
の
情
熱
と
愛

情
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

初
出
荷
か
ら
30
年
を
迎
え
、
そ
菜
研
究
会
で
ん
す

け
部
会
創
立
30
年
お
よ
び
北
海
道
産
業
貢
献
賞
受
賞

を
祝
う
式
典
が
２
月
10
日
、
農
協
３
階
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舟
山
賢
治
部
会
長
が
式
辞
で｢

で
ん
す
け
す
い
か

は
先
輩
た
ち
の
夢
と
ロ
マ
ン
、
そ
し
て
青
春
を
賭
け

た
結
晶
で
す
。
こ
の
情
熱
が
子
に
受
け
継
が
れ
30
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
夢
と
希
望
を
持
ち

続
け
、
安
全
安
心
で
信
頼
度
の
高
い
で
ん
す
け
す
い

か
の
生
産
を
続
け
て
い
き
ま
す｣

と
新
た
な
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
部
会
長
を
歴
任
し
た
高
橋

祝
明
さ
ん
、
柏
倉
章
良
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
柏

倉
さ
ん
は｢

で
ん
す
け
す
い
か
を
栽
培
で
き
る
幸
せ

を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
規
就
農
者

の
若
い
力
が
手
を
携
え
て
新
た
な
未
来
を
切
り
開
い

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す｣

と
明
る
い
未
来

へ
の
切
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
町
か
ら
ゆ
る
キ
ャ
ラ〝
で
ん
す
け

く
ん(

仮
称)

〟の
着
ぐ
る
み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、

部
会
が
記
念
に
作
成
し
た
紙
芝
居「
で
ん
す
け
く
ん

の
作
文
」が
、
紙
芝
居
師
の
三
橋
と
ら
さ
ん
に
よ
り

演
じ
ら
れ
、
会
場
内
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
愛
情
で
大
事
に
育
て
ら
れ
た
で
ん
す
け

す
い
か
。
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
次
の
世
代
へ
、
情

熱
は
未
来
へ
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

親から子そして未来へ　でんすけ部会30周年

16
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で
ん
す
け
部
会
創
立

周
年
の
お
祝
い
が
行
わ

30

れ
た
２
月

日
、
で
ん
す
け
す
い
か
の
キ
ャ
ラ
ク

10

タ
ー
が
デ
ビ
ュ
ー
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
み
な
さ
ん
に
お
会
い
で
き

る
の
を
、
彼
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

で
ん
す
け
す
い
か

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
！

当麻鐘乳洞
イメージキャラクター

｢りゅうたくん｣
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ま
ち
を

優
し
く灯

す
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真
冬
の
ま
ち
な
か
を
幻
想
的
に
演
出
す
る「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
２
月
９
日
、
歴
史
公
園
を
中
心
に
開

催
さ
れ
、
来
場
者
の
笑
顔
と
笑
い
声
が
会
場
内
に
広
が
り
ま
し
た
。

若
い
力
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
商
工
会
青
年
部
、
農
協

青
年
部
、
役
場
・
消
防
・
土
地
改
良
区
・
か
た
る
べ
の
森
職
員
な

ど
の
個
人
会
員
で
構
成
さ
れ
る「
当
麻
町
青
年
会
議
」が
企
画
し
た

も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
麻
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
け
ん
引
す

る
雪
上
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
特
設
コ
ー
ス
を
設
置
。
ス
リ
ル
満
点
の
乗

り
心
地
に
歓
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
ほ
か
、
滑
り
台
コ
ー
ナ
ー
も

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
午
後
５
時
か
ら
は
当
麻
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
と
当
麻
ヘ
ル
シ
ー
シ
ャ
ト
ー
内
レ
ス
ト
ラ
ン「
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」が
豚
汁
と
う
ど
ん
を
無
料
で
提
供
。
冷
え
た
体

を
温
め
な
が
ら
笑
顔
で「
お
い
し
い
」と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
歴
史
公
園
で
は
、
３
０
０
を
超
え
る
大
小

の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
と
、
町
内
の
幼
児
や
小
学
生
が
将
来
の
夢

を
描
い
た「
紙
コ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ド
ル
」に
光
を
灯
し
、
幻
想
的
な
空

間
を
演
出
。
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

当
麻
町
青
年
会
議
議
長
の
佐
藤
公
紀
さ
ん
は「
子
ど
も
が
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

寒
い
中
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
協
力
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
感
謝

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
当
麻
の
ま
ち
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
き
た

い
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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交通安全指導員
５１年尽力

今成静男さんへ
当麻町貢献表彰

年
に
わ
た
り
町
交
通
安
全
指
導
員

５１
と
し
て
町
民
の
交
通
安
全
推
進
に
尽
力

し
た
功
績
を
た
た
え
、
町
４
条
東
４
丁

目
在
住
の
今
成
静
男
さ
ん（

）へ
２
月

８２

日
、
当
麻
町
貢
献
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

１０し
た
。

菊
川
健
一
町
長
が
今
成
さ
ん
の
自
宅

を
訪
れ「
本
当
に
長
い
間
、
お
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と

表
彰
。
今
成
さ
ん
は「
指
導
員
を
始
め

た
当
時
は
車
も
あ
ま
り
な
い
時
代
。
世

の
中
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
の

年
間
で
し
た
」

５１

と
指
導
員
と
し
て
の
歩
み
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

これからの
食・生活を考える

ふるさと食の
フォーラム開催

当
麻
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
主
催

の「
ふ
る
さ
と
食
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
２

月

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

１４
開
か
れ
、
町
内
外
の
農
業
関
係
者
や
町

民
約

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

３０
開
会
に
あ
た
り
瀬
川
守
会
長
が「
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
農
業
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
。
さ
ら
に
は
存
続
し
て
い
け
る

の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
有
機
農
業
の
方
向
性
を
私
た
ち
は

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
あ
い

さ
つ
。
こ
の
後
、
日
本
大
学
教
授
の
高

橋
巌
さ
ん
が「
原
発
事
故
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推

進
状
況
下
で
の
有
機
農
業
と
地
域
自
給

の
展
望
」と
題
し
講
演
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
原
発
事
故
が
農
林
水
産
業
に

与
え
た
被
害
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
の
農

業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

未来の
自分へエール

当麻中３年生が
「夢手紙」を作成

年
後
の
自
分
へ
手
紙
を
送
る「
夢

１０
手
紙
」。
２
月

日
、
卒
業
を
間
近
に

２１

控
え
た
当
麻
中
学
校
３
年
生

人
が
、

６３

将
来
の
自
分
へ
夢
や
希
望
を
書
き
綴
り

ま
し
た
。

子
育
て
支
援
図
書
贈
呈
事
業
の
中
学

生
編
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。

生
徒
た
ち
は
夢
だ
け
で
な
く
、
社
会
人

と
な
っ
た
自
身
の
体
調
を
気
づ
か
う

な
ど
、
中
学
生
ら
し
い
内
容
で
将
来
の

自
分
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
菅
野

里
歩
さ
ん（

）は「
今
の
心
境
を
見
直

１５

す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に

正
直
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
」、
中
学

生
と
し
て
の
今
の
気
持
ち
を
書
き
綴
っ

た
浅
田
雄
也
さ
ん（

）は「
手
紙
を
書

１５

く
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
難
し
か
っ

た
で
す
。
主
張
を
し
っ
か
り
持
っ
た
大

人
に
な
り
た
い
で
す
」と
将
来
の
希
望

を
語
り
ま
し
た
。
作
成
し
た
手
紙
は
１０

年
間
、
図
書
館
で
保
管
さ
れ
、
誕
生
日

に
郵
送
で
送
ら
れ
ま
す
。

年
後
は

歳
と
な
り
、
社
会
の
第

１０

２５

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
生
徒
た
ち
。
未

来
の
自
分
へ
向
け
て
手
紙
を
書
く
姿
は

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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み
ん
な
の
広
場

■
投
稿
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
広
報
係（
緯
８
４
・
２
１
１
１
）

こ
の
広
場
は
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
。
ご
投
稿
・
情
報
提
供
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
広
場

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

塩

■
次
回
の
執
筆
者
は
、
川
口

滋
さ
ん（
５
東
４
）で
す
。

・
鶴
井

久
士
さ
ん（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

・
西
村

国
宏
さ
ん（
愛
知
県
春
日
井
市
）

・
乾

雅
弘
さ
ん（
大
阪
府
豊
中
市
）

・
南

浩
治
さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

・
細
野

真
弘
さ
ん（
埼
玉
県
川
越
市
）

・
平
渡

一
彦
さ
ん（
宮
城
県
仙
台
市
）

・
伊
藤

嘉
人
さ
ん（
千
葉
県
市
川
市
）

・
橋
本

寛
明
さ
ん（
静
岡
県
静
岡
市
）

・
角
谷

敏
幸
さ
ん（
札
幌
市
）

・
吉
本

竹
虎
さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

・
宮
地

秀
幸
さ
ん（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

・
佐
々
木

隆
さ
ん（
宮
城
県
仙
台
市
）

・
亀
井

慎
治
さ
ん（
福
岡
県
筑
紫
野
市
）

・
青
木
健
太
郎
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

・
早
川

哲
郎
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

・
岸

浩
平
さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市
）

・
畑

智
志
さ
ん（
千
葉
県
多
古
町
）

・
関

健
司
さ
ん（
埼
玉
県
富
士
見
市
）

・
甲
斐
裕
一
郎
さ
ん（
大
分
県
大
分
市
）

・
二
階
堂
洋
史
さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

・
松
村

宝
さ
ん（
大
分
県
杵
築
市
）

※
ほ
か

人
の
匿
名
様
よ
り
寄
付
い
た
だ
き

１２７

ま
し
た
。

「
人
と
の
つ
な
が
り
」

佐
々
木
一
哉
（
５
東
４
）

■
第

回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

３９

（
町
立
図
書
館
主
催
、
掲
載
は
最
優
秀
賞

お
よ
び
優
秀
賞
入
賞
者
）

□
小
学
３
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

込
山
茜（
当
麻
小
）

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み
（
敬
称
略
）

（
平
成

年
１
月

日
～
２
月

日
届
け
出
分
・

２６

２１

２０

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
を
掲
載
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う
（
あ
か
ち
ゃ
ん
・
住
所
・
性
別
・
父

ま
た
は
母
＝
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
）

・
久
保
菜
々
美
ち
ゃ
ん（
宇

２
・
女
・
慶
明
）

な

な

み

・
佐
々
木
珠
李
ち
ゃ
ん（
３
西
３
・
女
・
淳

）

じ
ゆ

り

・
高
田

花
穂
ち
ゃ
ん（
３
西
３
・
女
・
裕
輔
）

か

ほ

・
仁
木
勘
太
郎
ち
ゃ
ん（
宇

１
・
男
・
雄
介
）

か
ん

た

ろ
う

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
）

・
佐
藤

政
子
さ
ん（
４
東
３
・

歳
）

７９

・
杉
山

芳
春
さ
ん（
宇

２
・

歳
）

８１

・
鑓
水
チ
ヤ
子
さ
ん（
５
東
４
・

歳
）

８６

・
齋
田

政
子
さ
ん（
宇

３
・

歳
）

９３

・
佐
藤

義
一
さ
ん（
４
西
３
・

歳
）

８５

今
年
は
後
厄
で
、
元
日
に
友
人
宅
に
て
厄

払
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
し
ょ
う

か
？
既
に
数
カ
月
無
事
に
過
ご
す
事
が
で
き

す
で

て
い
ま
す
。
人
は
周
り
に
支
え
ら
れ
、
そ
し

て
互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
と
改
め

て
思
う
１
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
辛
い
と

つ
ら

き
こ
そ
互
い
に
支
え
合
い
、
そ
し
て
共
感
で

き
れ
ば
良
い
事
と
感
じ
ま
す
。
我
が
家
の
長

男
は
今
年
大
学
へ
進
学
予
定
で
す
が
、
希
望

の
大
学
は
私
の
友
人
の
子
ど
も
さ
ん
が
既
に

入
学
し
て
お
り
、
何
か
と
相
談
に
乗
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
次
男
は
今
年
高
校
２

年
生
、
見
学
旅
行
等
々
行
事
が
あ
り
ま
す
。

現
在
本
業
の
傍
ら
で
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
そ

し
て
同
副
会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
し
て

い
ま
す
が
、
役
員
を
す
る
こ
と
に
よ
り
人
と

の
繋
が
り
が
で
き
、
お
互
い
に
相
談
を
し

た
り
、
懇
親
会
を
通
じ
て
命
の
洗
濯
？
を
し

た
り
、
役
員
は
往
々
に
し
て
嫌
が
ら
れ
ま
す

が
役
員
を
し
て
良
か
っ
た
と
熟
々
思
い
ま
す
。

人
と
の
繋
が
り
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
視
野
が

大
き
く
広
が
り
自
分
自
身
が
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と

は
本
業
・
趣
味
に
も
役
に
立
ち
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
繋
が
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
子
ど

も
た
ち
が
巣
立
つ
時
が
き
ま
す
が
道
内
で
も

道
外
で
も
自
分
が
行
き
た
い
道
に
進
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
親
元
を

離
れ
本
州
で

年
勤
務
し
、
そ
の
間
に
結
婚
、

１０

長
男
・
次
男
の
誕
生
、
入
学
と
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
地
で
地
元
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、「
住
め
ば
都
」

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
北
海
道

へ
戻
っ
て
来
て

年
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
の

１１

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思
う
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

・
佐
藤
喜
見
男
さ
ん（
４
東
３
）

２
万
円

・
飯
田
ツ
ヤ
子
さ
ん（
緑

１
）

２
万
円

・
杉
山

好
子
さ
ん（
宇

２
）

１
万
円

・
鑓
水

均
さ
ん（
５
東
４
）

１
万
円

・
齋
田

幸
一
さ
ん（
宇

３
）

５
万
円

・
佐
藤

芳
子
さ
ん（
４
西
３
）

３
万
円

◆
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）と

し
て
町
に（
１
月
分
）

・
山
口

律
子
さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

・
山
口

善
弘
さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

・
山
口

善
久
さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

・
設
楽

欣
也
さ
ん（
岩
手
県
釜
石
市
）

・
荻
野

幸
美
さ
ん（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
）

・
金
居
田
陽
一
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

・
南

浩
一
郎
さ
ん（
長
崎
県
諫
早
市
）

・
竹
原

浩
さ
ん（
京
都
府
京
都
市
）

・
児
玉

誠
さ
ん（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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俳

句

文
絶
え
て
友
も
高
齢
雪
嵩
む

か
さ

河

村

久

子

雪
を
掻
く
た
だ
黙
々
と
雪
を
掻
く

か

佐

藤

忠

幾
年
ぶ
り
ふ
と
ん
の
襟
に
霜
の
咲
く

岩

渕

真
理
子

陰
猫
や
恋
す
る
迄
に
育
て
け
り

林

明

子

冬
晴
れ
の
夕
景
染
ま
る
旭
岳佐

藤

栄

子

川

柳

余
命
表
指
は
折
ら
な
い
事
に
す
る

大

野

直

之

流
氷
の
お
叫
び
高
し
北
領
土榎

本

チ

ヨ

友
に
義
理

チ
ョ
コ
が
本
命

見
失
う

櫻

井

清

和

ジ
ャ
ン
プ
台
無
け
れ
ど
先
祖
の
土
台
あ
り

林

義

明

ろ
ぼ
っ
と
が

ほ
ん
と
に
い
た
ら

す
ご
い
な
あ

石

井

悟

郎（
小
学
１
年
）

え
ん
ぴ
つ
は

い
ろ
い
ろ
な
い
ろ

す
て
き
だ
な

久
米
田

姫

梨（
小
学
１
年
）

と
も
だ
ち
は

き
ょ
う
も
ま
ん
が
を

よ
ん
で
い
る

宮

田

輝（
小
学
２
年
）

ゆ
き
あ
そ
び

な
ん
だ
か
と
て
も

い
い
か
ん
じ

富

永

未

緒（
小
学
２
年
）

な
つ
と
ふ
ゆ

ど
っ
ち
も
い
や
だ

は
る
が
い
い

天

野

莉

花（
小
学
３
年
）

と
け
い
は
ね

右
に
ま
わ
る
よ

な
ぜ
だ
ろ
う

公

平

夕

結（
小
学
３
年
）

ね
こ
が
す
き

け
れ
ど
か
え
な
い

か
な
し
い
な

大

館

美

月（
小
学
３
年
）

・
優
秀
賞

粂
田
歩
香（
当
麻
小
）、
新
鞍
洸

太（
宇
園
別
小
）、
樋
口
遼
人（
当
麻
小
）

□
小
学
４
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

直
井
然（
当
麻
小
）

・
優
秀
賞

阿
部
紗
弥（
当
麻
小
）、
鍛
治
晴

（
当
麻
小
）、
坂
本
つ
ぐ
み（
宇
園
別
小
）

□
小
学
５
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

青
木
美
暖（
宇
園
別
小
）

・
優
秀
賞

稲
田
貴（
当
麻
小
）、
岡
部
栞
奈

（
宇
園
別
小
）、
横
野
沙
英（
当
麻
小
）

□
小
学
６
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

水
口
陸（
当
麻
小
）

・
優
秀
賞

高
橋
美
羽（
当
麻
小
）、
中
山
こ

ゆ
き（
当
麻
小
）、
宮
崎
歩（
当
麻
小
）

□
中
学
１
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

中
島
乃
亜

・
優
秀
賞

大
久
保
銀
河
、
佐
藤
望
美
、
土

屋
穂
乃
花

□
中
学
２
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

竹
原
千
春

・
優
秀
賞

佐
藤
玲
南
、
竹
澤
海
斗
、
畑
山

寛
英

□
中
学
３
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞

安
田
朋
矢

・
優
秀
賞

須
賀
大
輔
、
住
田
実
咲
、
内
藤

里
那

■
第
９
回
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

（
町
教
委
主
催
、
２
月

日
、
町
ス
キ
ー
場
）

１６

□
滑
降
の
部
男
子

・
幼
児

①
中
山
櫂
②
田
中
太
陽
③
千
田
碧
人

・
小
学
１
年

①
斉
田
龍
磨
②
大
久
保
龍
祭

・
小
学
２
年

①
竹
原
秀
大
②
藤
井
雅
斗
③
山
村
豪

・
小
学
３
年

①
鈴
木
陸
斗
②
安
田
光
汰
③
鈴
木
悠
仁

□
滑
降
の
部
女
子

・
幼
児

①
谷
口
雅
実
②
田
村
優
月
③
高
野
葵

・
小
学
１
年

①
川
﨑
朝
日

・
小
学
２
年

①
石
川
あ
ず
さ
②
田
村
美
月
③
鈴
木
美
冬

・
小
学
３
年

①
新
野
ひ
な
た
②
今
野
愛
菜

□
距
離
男
子
の
部

・
幼
児

①
美
頭
知
明

・
小
学
１
年

①
中
山
澪
②
村
田
悠
翔
③
鈴
木
悠
斗

・
小
学
３
年

①
土
屋
和
輝

・
小
学
４
年

①
佐
伯
柊
哉

・
小
学
５
年

①
稲
田
貴
②
佐
伯
友
翼
③
村
田
大
翔

・
小
学
６
年

①
黒
部
豪
摩

・
一
般（
１
㎞
）ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム

①
鈴
木
智
法
②
土
屋
真
一

・
一
般（
３
㎞
）ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム

①
美
頭
勇
二
②
中
山
敬
史
③
石
田
信
也

□
距
離
女
子
の
部

・
小
学
１
年

①
美
頭
悠
那

・
小
学
２
年

①
稲
田
麻
希
②
石
田
ま
な
み

・
小
学
４
年

①
谷
口
聖
実

・
小
学
５
年

①
石
田
な
つ
み
②
末
永
の
の
か
③
髙
井

彩
菜

・
小
学
６
年

①
谷
口
愛
実
②
中
山
こ
ゆ
き
③
石
田
美
夢

・
中
学
生

①
水
野
ひ
か
る
②
黄
木
理
歩
③
髙
山
綾
子

・
一
般（
１
㎞
）ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム

①
浜
頭
恭
子
②
黄
木
美
恵

・
一
般（
３
㎞
）ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム

①
鈴
木
真
奈
美

■
第

回
全
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

７３

（
町
教
委
主
催
、
２
月

日
、
ス
ポ
ー
ツ

１４

セ
ン
タ
ー
）

・
優
勝

盛
田
紀
隆
チ
ー
ム（
盛
田
紀
隆
・

北
風
清
太
郎
・
古
田
寛
子
・
稗
田
長
太
郎
・

村
岡
玲
子
・
荒
井
勗
）

・
準
優
勝

蘓
武
勝
巳
チ
ー
ム（
蘓
武
勝
巳
・

加
藤
芳
典
・
菊
地
良
子
・
森
本
実
・
木
多

ワ
カ
子
・
坂
口
芳
子
）

・
３
位

品
川
道
雄
チ
ー
ム（
品
川
道
雄
・
杉

山
昭
子
・
安
田
邦
子
・
三
島
浩
・
小
林
稔
・

原
口
全
代
）

道広報コンクール
広報｢我が郷土｣
３部門で入賞

広報紙部門は
１５年連続入賞

道
内
の
市
町
村
な
ど
が
昨
年
中
に
発
行
し

た
広
報
紙
な
ど
を
審
査
す
る
第

回
北
海
道

６０

広
報
コ
ン
ク
ー
ル（
道
な
ど
主
催
）。
町
内
の

子
育
て
事
情
を
特
集
し
た
昨
年
発
行「
我
が

郷
土
９
月
号
」が
入
選（
広
報
紙
町
村
の
部
）。

昨
年
に
続
く
今
回
の
入
選
で
、
平
成

年
か

１１

ら

年
連
続
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞（
特
選

１５
５
回
、
入
選

回
）と
な
り
ま
し
た
。

１０

ま
た
、
初
開
催「
Ｇ
ａ
Ｇ
ａ

グ
リ
ー
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
掲
載
し
た
８
月
号
２
―
３

ペ
ー
ジ
紙
面
も
昨
年
に
続
き
組
写
真
の
部
で

入
選
。
映
像
の
部
へ
初
出
品
し
た「
木
材
・

地
材
地
消
へ
の
挑
戦『
オ
ー
ル
と
う
ま
の
力
』」

も
初
入
選
。
当
麻
町
広
報
活
動
で
３
部
門
そ

ろ
い
ぶ
み
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
広
報
企
画
の
部
へ
初
出
品
と
な

る「
ゼ
ロ
予
算
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
可
能
性
」に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
の
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
広
報
紙
上
で
報
ず
る
に
あ

た
り
、
日
ご
ろ
か
ら
広
報
活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
町
民
の
み
な
さ
ん
、
関

係
団
体
・
機
関
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
心
か

ら
厚
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も「
マ
チ
の
元
気
・
笑
顔
・
挑
戦
」を

お
伝
え
す
べ
く
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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町立図書館
３月の特集

３月「いい仕事してますねぇ

その道のプロ特集」

※次回は「服飾」特集です。

■当麻町立図書館（緯８４－２５６６） ■休館日 毎週月曜日／年末年始／祝祭日（１１/３除く）／特別整理期間

■開館時間 ９時３０分～１７時１５分（木曜日は１１時～１９時） ■ホームページhttp://db.net-bibai.co.jp/tohma/

新 刊 書

● アトミック・ボックス 池澤夏樹

● 穴 小山田浩子

● 怒り 上・下 吉田修一

● いくつになっても 渡辺淳一

● 大江戸恐龍伝 第５巻 夢枕獏

● 親の家を片づける実践ハンドブック

● 終物語 中 西尾維新

● 教授と少女と錬金術師 金城孝祐

● 月光の誘惑 赤川次郎

● 札幌アンダーソング 小路幸也

● 札幌謎解き散歩 合田一道

● サテライト三国志 上・下 塚本青史

● セラピスト 最相葉月

● ターミナルタウン 三崎亜記

● 注文の多い注文書 小川洋子

● 天切り松闇がたり 第５巻 浅田次郎

● 峠越え 伊東潤

● とまどい本能寺の変 岩井三四二

● トラップ 相場英雄

● ナーダという名の少女 角野栄子

● 内通者 堂場瞬一

● ニッポンの和菓子

● 破門 黒川博行

● 左目に映る星 奥田亜希子

● 舞台 西加奈子

● ミッドナイト・バス 伊吹有喜

● 迷宮捜査 緒川怜

● 元外務省主任分析官・佐田勇の告白 佐藤優

● 山桜記 葉室麟

● 夜明けのラジオ 石田千

新 刊 児 童 図 書

● 大江戸散歩 香月日輪

● えをかくかくかく カール

● 画本風の又三郎 藤城清治

● 黒魔女の騎士 ギューバッド part１ 石崎洋司

● さっちゃんのてぶくろ 内田麟太郎

● ドキドキッズ小学校 ５時間目 川北亮司

● 新美南吉ものがたり 楠木しげお

● パピプペポーおんがくかい かこさとし

● ひなまつりのお手紙 まはら三桃

● 身近な草花「雑草」のヒミツ 保谷 彰彦

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！
今
月
の
３
冊

『春、戻る』
瀬尾まいこ

結婚を控えた女性
の前に、突然現れ
た兄と名乗る謎の
青年。明らかに年下
の「お兄ちゃん」は、
彼女の結婚にあれ
これ口出しするよ
うになるが…。人
生で一番大切なこ
とを教えてくれる、

ウェディング・ストーリー。

その道のプロ～職人～の本
最近、職人が注目を集めています。その道のプロである彼らの生活は私たち

から見れば、とても魅力的なものに感じられます。今回はさまざまな「その道

のプロ」を題材にした本を紹介します。

職人という言葉は古風な響きがあり、山本一力「銀しゃり」、平岩弓枝「犬張

子の謎」、佐江衆一「自鳴琴からくり人形」、熊谷達也「箕作り弥平商伝記」、朝

井まかて「先生のお庭番」など江戸時代を中心に職人たちがいきいきと仕事に打

ち込む姿を描いた時代小説が多くあり、また一方で、重松清「峠うどん物語」上

下巻、高杉良「エリートの転身」、朝倉かすみ「夏目家順路」、原宏一「ヴルス

ト！ヴルスト！ヴルスト」など現代を舞台にその道のプロの生きざまを描いた

物語もあります。

一風変わったところでは北海道の職人について著した「北の匠」や「北海道の

民具と職人」、野球を題材にした「プロ野球いぶし銀のベストナイン」や「裏方」、

ホテルの職人の話「帝国ホテルの不思議」など、目先を変えながら、その道のプ

ロを描いた本も多くあります。

奥の深い職人の世界、その道のプロを描いた本はその仕事だけでなく、プロ

フェッショナルな生きざまで私たちに感銘を与えてくれると思います。

移動図書館車
「いちい号」

巡回予定

柏 寿 園

町営住宅横

３月１９日（水）

１１：４０～１２：００

『あみだだだ』
谷川俊太郎・元永定正

「あみだだだ
だあみだだ
このみちそ

のみち どこ
へいく？」詩人・
谷川俊太郎の

わらべうたのように楽し
いことばと画家・元永定
正の色と線の世界が１つ
になって、ユニークなあ
みだの絵本になりました。

『連写』
今野敏

都内でバイク
を利用した国
道２４６号に 集
中する不可解
なコンビニ強
盗が連続発生。

事件の解決のため、警視
庁の覆面捜査チーム「ト
カゲ」にも召集がかかる
が…。「ＴＯＫＡＧＥ－特
殊遊撃捜査隊－」シリー
ズ第３弾。

「佐伯 泰英」（1942～）
時代小説作家として有名ですが、当初はスペインや南米を舞台にした冒険

小説などのミステリー小説を手掛けていました。これは１９７１年より３年余り

スペインに滞在していた経験によるところが大きいといわれています。

しかし、ヒットに恵まれず、作家廃業の危機にあった１９９９年に時代小説に

転身、以後２０日で文庫１冊分を書き下ろすハイペースぶりで「月刊佐伯」の異

名をとる多作な作家となりました。現在、最も多く文庫本のベストセラーを

世に送り出している人気時代小説作家として多くの読者に親しまれています。

■代表作：『密命』シリーズ、『居眠り磐音 江戸双紙』シリーズ、『酔いどれ

小籐次留書』シリーズ等

ＢＯＯＫトリビア
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■問い合わせ先

子育て支援セン

ター「たっち」（子育

て総合センター内・

緯８４－５４４０）

※ご来園の際は、ス

ポーツセンターま

たはテニスコート

横の駐車場をご利

用ください。

お
母
さ
ん
へ

家
庭
は
、
家
族
が
社
会
や

学
校
で
の
疲
れ
を
い
や
す
場

所
で
す
。
そ
こ
を
守
る
の
で

す
か
ら
、
本
当
に「
主
婦
」は

大
変
で
す
。
家
庭
の
雰
囲
気

は
主
婦
が
作
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
が
ん

ば
り
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。
女

性
の
身
体
は
と
っ
て
も
デ
リ

ケ
ー
ト
で
す
。
お
し
ゃ
れ
を

し
た
り
、
友
だ
ち
と
の
長
電

話
な
ど
で
気
分
転
換（
リ
ラ
ッ

ク
ス
）も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
心
に
ゆ
と
り
を
持
つ

こ
と
が「
魅
力
的
な
笑
顔
」を

作
る
秘
訣
で
す
。

「
我
が
家
が
一
番
落
ち

着
く
」と
家
族
の
み
ん
な
に

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰

囲
気
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
概

お
父
さ
ん
へ

主
婦
と
い
う
仕
事
は
年
中

無
休
。
一
人
で
何
役
も
こ
な

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
が

主
婦
で
す
。

家
族
の
う
ち
で
一
番
遅
く

寝
て
、
一
番
早
く
起
き
る
。

食
事
の
支
度
、
掃
除
、
洗
濯
、

家
族
の
健
康
管
理
、
家
計
の

運
営
、
子
育
て
な
ど
な
ど
…
。

主
婦
の
仕
事
を
細
か
く
あ
げ

る
と
本
当
に
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
決
し
て
簡
単
な
仕
事

で
は
な
い
の
で
す
。

疲
れ
て
い
る
の
は
、
お
母

さ
ん
も
同
じ
で
す
。「
お
前

は
い
い
よ
」な
ん
て
言
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。「
よ
く
や
っ

て
る
ね
」で
も
い
い
。「
あ
り

が
と
う
」で
も
い
い
。「
疲
れ

た
ら
言
う
ん
だ
よ
」で
も
い
い
。

夫
の
褒
め
言
葉
や
励
ま
し
は

最
高
の
疲
労
回
復
剤
な
の
で

す
か
ら
。

み
な
さ
ん
へ

家
族
は
お
互
い
の
思
い

や
り
、
信
頼
関
係
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
創
意
・
工
夫
を
し

な
が
ら
自
分
を
磨
き
、
支
え

合
い
、
理
解
し
合
い
な
が
ら

築
い
て
い
く
も
の
で
す
。

お
互
い
に
育
っ
て
き
た
環

境
が
違
う
の
で
す
か
ら
、
ぶ

つ
か
っ
て
あ
た
り
ま
え
。
け

ん
か
を
し
て
あ
た
り
ま
え

で
す
。
で
も
、
そ
こ
に
理
解

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
な
い

と
決
し
て「
明
る
い
家
庭
」「
幸

せ
な
家
庭
」「
豊
か
な
家
庭
」

は
築
け
ま
せ
ん
。

お
互
い
を
思
い
や
る
よ
う

な
素
敵
な
家
庭
を
築
く
努
力

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
概

今週のお話しは

「幸せの秘訣」

※今月号をもちまして「こんにちは、ぽっ
かぽか教室です」は終了いたします。
長い間、ありがとうございました。

問い合わせ先■母子通園センター
ぽっかぽか教室（緯84-５４４５）

こんにちは、●

ぽっかぽか教室です
160

○絵本・ＤＶＤの貸し出し

開館日であればいつでも利用できます。午前９時から

午後５時まで。貸し出し期間は２週間です。

・絵 本 １回５冊まで ・ＤＶＤ １回２枚まで

○子育て相談

開館日であればいつでも相談に応じます。午前９時か

ら午後５時まで。

・来所相談 事前に電話をお願いします。

・電話相談 緯８４－５４４０へお電話ください。

○「よちよち教室」（１歳児対象） 午前９時３０分から１１時３０分まで

内 容開 催 日

スタンプあそび

（汚れても良い服装でお越しください）
３月１４日（金）

親子ゲーム４月１１日（金）

○「わくわく教室」 午前９時３０分から１１時３０分まで

内 容開 催 日

お楽しみ会３月１２日（水）

修了式３月１９日（水）

親子ゲーム４月９日（水）

シーツあそび４月１６日（水）

○「ましゅまろ教室」（０歳児対象） 午前１０時から１１時３０分まで

４月１８日(金)開 催 日

※参加される方は事前にご連絡ください。

○「あそびの広場」（プレイルームの開放）
午前１０時から１１時３０分まで

３月２４日(月)３月１７日(月)
開 催 日

４月１４日(月)４月７日(月)
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４月から

「「「「「「「「「「「大大大大大大大大大大雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防組組組組組組組組組組大雪消防組合合合合合合合合合合合」」」」」」」」」」」当当当当当当当当当当麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防署署署署署署署署署署当麻消防署
に変更となります

全国消防イメージキャラクター

“消太”くん

■｢１１９｣番通報について

・一般加入電話からの｢１１９｣番通報は、これまでどおり当麻消防署が対応します。

・携帯電話から｢１１９｣番通報した場合、これまでは上川町の消防署につながってい

ました。４月からは美瑛町の消防署につながり各町へと転送されます。火事や救急

が発生した場所を正確に伝えてください。

■申請・届け出等用紙について

・消防に関する申請や届出、救急講習会の申し込み等、様式が一部変更になります。

使用される場合は当麻消防署で様式を受け取るか、当麻町ホームページ

（http://town.tohma.hokkaido.jp/）からダウンロードしてください。

消防広域化協議の結果、当麻消防署は４月より大雪消防組合に編入します。（詳細は平成２５年１１月の

「我が郷土」をご覧ください）

大雪消防組合に編入するにあたって、変更になる部分をお知らせします。
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健康コラム『げんきの素』vol.１３３ 今月のテーマ

ロコモとは…ロコモティブシンドロームの略。加齢に伴い筋肉・骨・関節の３つの部位に何らかの支障をきたし、運動障害が

引き起こされ、後に日常生活も困難になり、悪化すると要介護・寝たきりになる現象

サルコペニアとは…加齢に伴い、徐々に筋肉の量が減少していく現象。特に下肢の筋力①太もも前面、②膝から下、③太もも

後ろ側の順に筋肉量の減少が著しい

現在、４０歳以上の大半の人が、ロコモの可能性があると言われています。「今のところ、たいした痛みじゃない」と放置して

いると、ロコモの危険性が高まります。

ロコモとサルコペニアの関係

串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空

偶
偶

後期高齢者医療制度のお知らせ
～運営協議会委員の募集と住民説明会について～

■運営協議会委員を募集しています
北海道後期高齢者医療広域連合では、住民のみなさんの代表として、制度の運営に関する重要事項をご審議し

ていただく運営協議会委員を募集しています。

■問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合（緯０１１－２９０－５６０１） 健康福祉課保険医療係（緯８４－２１１１内線１３２・１３３・１３４）

【応募資格】 道内在住の満２０歳以上の方（ただし、議員や公務員等を除く）

【応募人数】 ５名

【任 期】 平成２６年７月から２年間（開催は年３～４回を予定しています）

【応募方法】 北海道後期高齢者医療広域連合および市（区）町村窓口にある応募要領を参照してください

【応募締切】 平成２６年４月３０日（水）

【選 考】 選考委員会を設置し、提出された小論文等により総合的に委員を選考します

【報酬など】 １日につき５，０００円の報酬と旅費を支給します

「若いうちからロコモ・サルコペニア対策で、
寝たきり（要介護状態）を予防する」

予防のポイントは

「筋力、柔軟力、バランス力」の強化

基本のロコトレは、

１．片足立ち（左右３０秒ずつ）

２．スクワット（つかまって５～６回）

を１日３回行うこと！

３．つかまって、つま先立ち（１０～２０回）

ながら運動でもかまわないので日常生

活に取り入れましょう。

後期高齢者医療/健康税/国民健康保険/お知らせ/環境衛生/募集/火災・救急国民年金/福祉

はい

加 齢

適切な運動の継続 元気に年を重ねて、健康長寿が実現する！

いいえ
ロコモへの入り口

骨折

虚弱が加速運動機能の低下

膝関節の炎症

寝たきり・要介護へ

サルコペニア・メタボ骨強度の低下 転倒 関節への負担増

活動量の減少

つまずきなどによる
転倒リスクの増加
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環 境衛生

野犬掃討の実施について

当麻町畜犬取締および野犬掃討条例に基づく野犬掃討

を４月１日から９月３０日までの間行っています。

野犬掃討は、野良犬や浮浪犬による人などへの被害を

防ぐために実施するものです。この間、町民のみなさん

が飼われている犬が捕獲されないように、犬はきちんと

つないでおくようご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先

税務住民課環境生活係（緯８４－２１１１内線１１２）

正しいマナーで犬の散歩を行いましょう！

犬のフンに関する苦情が多く寄せられています。正し

いマナーを心がけ、犬の散歩を行ってください。

■犬を散歩させる時のマナー

・犬を散歩させる時は、周囲の人に不快な気分にさせな

いように注意する。

・フンを持ち帰るためのビニール袋やティッシュペーパー

などを用意し、フンの後始末を必ず行う。

・他人の家の前で、排せつさせないことも大切なマナー。

・散歩させる時には、リードがはずれないようにする。

■放置したフンが及ぼす影響

・悪臭やハエの発生源となります。

・放置したフンにより、犬どうしの伝染病や寄生虫の感

染源にもなります。

・人へのエキノコックス症などの感染源にもなります。

※フンを放置する悪質な飼い主には、軽犯罪法により、

罰則の対象となる場合もありますので、必ずフンの後

始末をしてください。

■問い合わせ先

税務住民課環境生活係（緯８４－２１１１内線１１２）

平成２６年度「イチイ学園」学園生募集！

当麻町公民館では、高齢者学級「イチイ学園」の、平成

２６年度学園生を募集しています。

イチイ学園に入園して同じ学園の仲間と一緒に毎月

１回、遠足や研修旅行などさまざまな学習に取り組んで

みませんか？仲間と一緒だと、とても楽しいですよ！

■対象 町内に在住する６０歳以上の方（昭和２９年４月１

日までに生まれた方）

■定員 ３０人（定員になり次第、締め切ります）

■会場 まとまーる（新公民館）他

■内容 毎月１回、午前９時～午後３時

イチイ学園全体での合同学習、学年ごとの学年別学習

やクラブ活動などのさまざまな行事を組み合わせながら、

５年間学習します。

■受講料・運営費 初年度年間２，５００円

（次年度以降：年間２，０００円）

■申込 ３月２０日（木）までに教育委員会教育課社会教育係

（緯８４－２１１１内線４０８）にお申し込みください。

募 集

国税専門官を募集しています

札幌国税局では国税専門官を募集しています。平成２６

年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

■受験資格

・昭和５９年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方

・平成５年４月２日以降に生まれた方で別に定める方

■申込受付期間

・インターネット ４月１日９時～１４日〔受信有効〕

アドレス http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

火災・救急出動状況(平成26年中)
〈２月中火災出動〉

０ 件月 合 計
０ 件累 計

〈２月中救急出動〉
１５ 件（ １５ 人）急 病

２ 件（ ２ 人）一般負傷
０ 件（ ０ 人）交 通
３ 件（ ２ 人）そ の 他

２０ 件（ １９ 人）月 合 計
４３ 件（ ４０ 人）累 計

（ ）内は搬送人員

交通事故状況(平成26年累計・２月末現在)
２ 件人身

発生件数当

麻

町

２８ 件物損
０ 人死 者 数
２ 人傷 者 数

１８ 人道内での死者数

・郵送または持参 ４月１日～２日［通信日付印有効］

※原則として、インターネット申込をお願いします。

■試験日程

・第１次試験（基礎能力試験、専門試験） ６月８日（日）

・第１次試験合格者発表 ７月１日（火）

・第２次試験（人物試験及び身体検査）

７月１５日（火）～２３日（水）のうち指定する日

・最終合格者発表 ８月２０日（水）

■問い合わせ先

札幌国税局人事第２課採用担当（緯０１１－２３１－５０１１内線

２３１５）または最寄りの税務署にお尋ねください。

後期高齢者医療/健康税/国民健康保険/お知らせ/環境衛生/募集/火災・救急国民年金/福祉
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税

固定資産の縦覧について

当麻町内の土地・家屋の所有者（固定資産税の納税者）

とその代理人の方は、４月から固定資産の縦覧ができます。

これは自己の資産とほかの土地・家屋の評価額を比較

できるようにするためのもので、「土地価格等縦覧帳簿」

には地番・地目・面積・評価額が、「家屋価格等縦覧帳簿」

には所在地番・種類・構造・床面積・評価額が記載され

ています。

■縦覧期間

４月１日～７月３１日（土・日・祝日を除く）

■注意事項

納税通知書・運転免許証など本人確認ができるものを

持参し、役場税務住民課固定資産係窓口へお越しくだ

さい。

※代理人の方は委任状と代理人の本人確認ができるもの

が必要です。縦覧帳簿には所有者名がありませんので、

事前に地番（所在地番）をご確認ください。

■問い合わせ先

税務住民課固定資産係（緯８４－２１１１内線１１９）

固定資産課税台帳の閲覧について

４月から固定資産税の納税者と借地・借家人は納税者

の「固定資産課税台帳」を閲覧できます。

■縦覧期間

４月１日から

■注意事項

閲覧される方は、運転免許証など本人確認ができる

もの、借地・借家人は契約書などの賃借関係を確認で

きる書類を持参し、役場税務住民課固定資産係窓口へ

お越しください。

※閲覧手数料は１回３００円（ただし、７月３１日までの閲覧

は無料）です。

■問い合わせ先

税務住民課固定資産係（緯８４－２１１１内線１１９）

国 民健康保険

医療費の窓口での負担割合が見直されます

７０歳から７４歳の方の窓口負担は、法律上２割となって

いますが、特例措置でこれまで１割負担とされていま

した。４月から、より公平な仕組みとするため、この特

例措置が見直されることとなりました。

見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が

生じることのないよう、平成２６年４月２日以降に７０歳の誕

生日を迎える方から段階的に実施されることとなりました。

■平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える方

７０歳の誕生月の翌月（ただし、１日が誕生日の方はそ

の月）の診療から、窓口負担が２割になります。

（例：４月２日～５月１日に７０歳の誕生日を迎える方

は５月の診療から２割負担）

※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

※窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、

７０歳の誕生月の翌月（ただし、１日が誕生日の方はそ

の月）から２割負担となる方は、６９歳までと比べて上

限額が下がります。

■平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方

４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わりま

せん。（平成２６年３月２日～４月１日に７０歳の誕生日

を迎える方は、これまでの３割負担から１割負担にな

ります）

※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

※窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

※現在高齢受給者証をお持ちの１割負担の方と昭和１９年

３月２日から昭和１９年４月１日生まれの方には４月１

日（火）から使用する受給者証を３月下旬に送付します。

■問い合わせ先 健康福祉課保険医療係（緯８４－２１１１

内線１３２・１３３・１３４）

たばこは町内で買いましょう

町内で購入したたばこの税金は当麻町の収入とな
ります。平成２４年度の当麻町のたばこ税収はおよそ
５千１００万円で、町の貴重な財源の一部としてみな
さんの暮らしに役立てられます。たばこを購入する
ときはぜひ町内でお買い求めください。
喫煙されるみなさんには、引き続き「喫煙マナー」

の向上にご協力をお願いします。

お 知らせ

ふれあい交流センター「輝き」

４月より当麻町商工会が、ふれあい交流センター「輝き」

へ移転となるため、イベントホールおよび、ふれあい交

流サロンが使用できなくなります。

なお、２階研修室は従来どおり使用できます。

■問い合わせ先 総務企画課まちづくり推進室商工観光

係（緯８４－２１１１内線２２１・２２２）

災害時における避難場所の変更について

市街４区の避難場所が、次のとおり変更になりました。

武道館→当麻幼稚園、子育て総合センター

■問い合わせ先

総務企画課庶務係（緯８４－２１１１内線２１２・２１３・２１４）
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暮らしの情報定期便

※現金払いおよび口座振替による前納は年度の途中で６０

歳になられる方や任意加入期間を満了される方は資格

喪失月の前月分までの前納になります。また、現金払

いの前納は、１年分や６カ月分だけではなく、ご希望

の月から翌年３月分までを前納できます。

※平成２６年４月から２年度分の保険料を口座振替でまと

めて納める２年前納が始まります。

■口座振替の申込方法

年金手帳または納付書、預貯金通帳と届出印を持参し、

各金融機関または年金事務所までお申し込みください。

※口座振替による前納は、３月中に年金事務所での登録

が完了していなければなりません。通常は、各金融機

関でも手続きが可能ですが、年金事務所での登録が間

に合わない場合がありますので、ご希望の方はお早め

に旭川年金事務所へ直接お問い合わせのうえ、お申し

込みください。

■問い合わせ先

・ねんきんダイヤル

固定電話・携帯電話用（緯０５７０－０５－１１６５）

ⅠＰ電話・ＰＨＳ用（緯０３－６７００－１１６５）

・旭川年金事務所（緯２７－１６１１）

・税務住民課戸籍年金係（緯８４－２１１１内線１１３・１１４）

福 祉

児童扶養手当等の額が変わります

総務省から平成２６年１月３１付で平成２５年全国消費者物

価指数の実績値（前年度比＋０．４％）が公表されました。

その結果、特例水準の段階的な解消（平成２６年４月以

降は－０．７％）とあわせて、０．３％の引き下げとなり、平

成２６年４月からの各手当額が下記のとおり変更されるこ

とになりました。

■平成２６年度の手当額（児童１人につき）

■問い合わせ先

健康福祉課福祉係（緯８４－２１１１内線１３４）

国 民年金

平成２６年度の保険料額とお得な前納割引について

平成２６年４月分から平成２７年３月分までの国民年金保険

料は月２１０円引き上げとなり、月額１５，２５０円（年額１８３，０００円）

になります。

前納は、一定期間分の保険料を一括して納めることで

割引されるお得な制度です。さらに口座振替は、安心・

便利なうえ、保険料がお得です。ぜひご利用ください。

■平成２６年度の国民年金保険料額

・定額保険料〔現金払い〕 月額１５，２５０円

・定額＋付加保険料〔現金払い〕 月額１５，６５０円

・定額保険料〔口座振替当月末引落〕

月額１５，２００円（割引額５０円）

・定額＋付加保険料〔口座振替当月末引落〕

月額１５，６００円（割引額５０円）

・６カ月前納定額保険料〔現金払い〕

９０，７６０円（割引額７４０円）

・６カ月前納定額＋付加保険料〔現金払い〕

９３，１４０円（割引額７６０円）

・６カ月前納定額保険料〔口座振替〕

９０，４６０円（割引額１，０４０円）

・６カ月前納定額＋付加保険料〔口座振替〕

９２，８３０円（割引額１，０７０円）

・一年前納定額保険料〔現金払い〕

１７９，７５０円（割引額３，２５０円）

・一年前納定額＋付加保険料〔現金払い〕

１８４，４６０円（割引額３，３４０円）

・一年前納定額保険料〔口座振替〕

１７９，１６０円（割引額３，８４０円）

・一年前納定額＋付加保険料〔口座振替〕

１８３，８６０円（割引額３，９４０円）

・二年前納定額保険料〔口座振替〕

３５５，２８０円（割引額１４，８００円）

・二年前納定額＋付加保険料〔口座振替〕

３６４，５００円（割引額１５，１８０円）

※現金払いの６カ月前納は４月から１０月までのご希望の

月から６カ月分を前納できます。

※口座振替の６カ月前納は「４月分から９月分」と「１０月

分から翌年３月分」の２種類のみです。

平成２６年度

（月額）

平成２５年１０月
～２６年３月
（月額）

４１，０２０円４１，１４０円全部支給
児童扶養
手 当 ４１，０１０円

～９，６８０円

４１，１３０円

～９，７１０円
一部支給

４９，９００円５０，０５０円１ 級特別児童
扶養手当 ３３，２３０円３３，３３０円２ 級

１４，１４０円１４，１８０円障害児福祉手当

２６，０００円２６，０８０円特別障害者手当

後期高齢者医療/健康税/国民健康保険/お知らせ/環境衛生/募集/火災・救急国民年金/福祉
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※町立診療所では月～金曜日は１日診療（第１・３水曜日は午前中のみ診療。第２・４水曜日の午後の診療は午後２時30分から）。
第１・３土曜日は午前中のみ診療。

※場所の表示は次のとおり省略しています。 保セ＝保健福祉センター

マイタウンＤＩＡＲＹ
ダ イ ア リ －

土 Saturday金 Friday木 Thursday水 Wednesday火 Tuesday月 Monday日 Sunday

151413121110
・医科診療所午前診療

・道民交通安全日

・当麻中学校卒業式・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・広報「我が郷土」発行日

・全町体力年齢測定会

22212019181716
・宇園別小学校卒業式

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・医科診療所午後休診

・当麻小学校卒業式

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・幼稚園修了証書授与式

・声かけあいさつ運

動の日

・道民家庭の日

29282726252423
・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・イチイ学園卒業式・心配ごと相談日

・上・下水道使用料

納入期限

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・当麻町交通安全日

54324／13130
・医科診療所午前診療・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・乳児健診

保セ１３：００～

・１歳６カ月児健診

保セ１４：３０～

・医科診療所午後休診

・当麻町公民館落成

祝賀会

・全国交通安全日

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・当麻町公民館町民

見学会

・公営住宅等使用料

納入期限

1211109876
・広報「我が郷土」発行日

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・小・中学校入学式

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・心配ごと相談日

・幼稚園入園式

・消防団家庭査察日

19181716151413
・医科診療所午前診療・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・医科診療所午後休診

・イチイ学園入園式

・声かけあいさつ運

動の日

・道民交通安全日

・国民年金、厚生年

金支払日

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

当麻町ケーブルネットワークをご利用のみなさんへ

地上デジタルテレビ再送信・防災行政告知放送・町内無料通話サービスなど

「テレビ映りが悪い？」「告知放送機の調子がおかしい？」「町内無料通話がつながらない？」

住宅の新築・リフォームをお考えの方は、配線などの敷設が必要になりますので、住宅の設計段階などお早めに旭川ケーブルテレビ「ポテト」へご相談ください。

「家を建てるのだけれど、配線などはどうなるの？」

緯２２－０７０７（午前９時から午後８時まで３６５日受付対応） Ｅメール lan-do@potato.ne.jp ホームページ http://www.potato.ne.jp/

不具合などが発生したときは旭川ケーブルテレビ「ポテト」までご連絡ください
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小規模多機能型居宅介護
～施設の安心を自宅でも可能にし、

その人らしく暮らすための支援です～

もし、介護が必要になっても、自宅の近くに安心して「通う」場所があり、必要に応じて「宿泊」が

でき、緊急時や夜間でも「訪問」してくれるといった「２４時間・３６５日の安心」があれば、介護のため

に自宅を離れるのではなく、これまで通り住み慣れた場所で、暮らし続けることができるのではな

いでしょうか？

利用料は１か月定額です。介護保険の１割負担で、
必要に応じて何度でもご利用いただけます。

ふるさと

風流里

＊登録契約時、初期加算として、30日間のみ1日30円費用が発生致します。
＊介護度や、ご病状により、各種加算が月額188円～最大で2744円費用が発生致します。

その他、詳細は、お問い合わせください。

当
麻
に
こ
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
っ
て
、
知
っ

て
ま
す
か
？

「思い」や「願い」を大切にします

～可能な限り在宅で暮らすことを支えます～

自宅に２４時間・３６５日の

安心を届けます

介護の「困った！」にお答えします

～「通い」「宿泊」「訪問」を使って柔軟に支える～

地域のみんなで考えます

～「支え」「支えられる」地域との関係づくり～

利用の回数に制限はありません Ｑ：費用はどのくらいかかるの？

小規模多機能型居宅介護

風流里

◆生活支援

◆身体介護（食事、排泄、入浴など）

◆見守り

◆相談

◆家族や地域とのつなぎ役

◆いろいろな人と交わる場として

訪問

通い

宿泊

自宅

私が主人公

の暮らし

◆回数も支援する内容も人それぞれ。

◆例えば、朝から夕方まで滞在するのではなく、お風呂

だけ、食事だけといったほんの数時間の利用という使

い方もあります。

◆緊急時にも臨機応変に対応。

◆２４時間・３６５日頼れる存在として。

一緒にあなたらしい暮らしを考えていきましょう！

当麻町開明２区

８４－３９９５

介護保険費用

要支援１ ４４，６９０円

要支援２ ７９，９５０円

要介護１ １１４，３００円

要介護２ １６３，２５０円

要介護３ ２３２，８６０円

要介護４ ２５５，９７０円

要介護５ ２８１，２００円

実質自己負担額
（左記の１割）

４，４６９円
７，９９５円

１１，４３０円
１６，３２５円
２３，２８６円
２５，５９７円
２８，１２０円

＋

（風流里の場合）

＜食 費＞

朝：４５０円

昼：５５０円

夕：５００円

おやつ：１００円

＜宿泊費＞

１泊：１２００円

お待ちしてま～す♪

有料広告
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※掲載の赤ちゃんは２月28日現在で当麻町に住民票のある平成25年２月生まれの子どもたちです（町広報撮影）。

金木 蓮斗ちゃん
れん と

（３西３）

伊藤はす美ちゃん
み

（宇 ２）

■次号発行は平成２６年４月10日（木）です

■発行／当麻町 ■編集／総務企画課 ■通巻／１０３１号
緯０１６６－８４－２１１１ FAX０１６６－８４－４８８３
〒078-1393 北海道上川郡当麻町３条東２丁目11番１号
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数
々
の
感
動
と
、
支
え
て
く
れ
た

方
に
感
謝
の
言
葉
を
残
し
、
ソ
チ
五

輪
は
終
り
を
遂
げ
た
。

私
も
数
日
間
、
夜
８
時
半
就
寝
、

朝
１
時
起
床
の
変
則
生
活
が
続
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
中
継
に
は
の
め
り
込
む

タ
イ
プ
な
の
で
、
ラ
イ
ブ
で
見
な
け

れ
ば
気
が
済
ま
な
い
。

８
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
も
立
派
な
結

果
で
あ
る
が
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
メ
ダ
ル
以
上
の
感
動
の
場
面

を
数
多
く
残
し
て
く
れ
た
。

町
民
の
み
な
さ
ま
も
、
選
手
の
活

動
に
胸
打
た
れ
、
清
々
し
い
気
持
ち

で
何
度
か
朝
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
う
。

モ
ー
グ
ル
の
上
村
愛
子
選
手
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
の
浅
田
真
央
選
手
が
、
涙
の

後
に
見
せ
て
く
れ
た
笑
顔
は
、
実
に

さ
わ
や
か
で
美
し
か
っ
た
。

流
し
た
涙
と
は
じ
け
る
笑
顔
の
理わ

由
を
、
我
々
が
理
解
す
る
の
に
説
明

けは
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

メ
ダ
ル
本
命
と
い
わ
れ
な
が
ら
逃

し
た
姿
に
、
こ
ん
な
に
感
動
し
た
こ

と
は
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
高
梨
沙
羅
選
手

に
笑
顔
は
な
か
っ
た
が
、
閉
じ
込

め
ら
れ
た
涙
と
、
凛
と
し
た
受
け
答

え
に
彼
女
の
人
間
性
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

１
５
２
セ
ン
チ
の
彼
女
が
、
重
す

ぎ
る
ほ
ど
の
期
待
を
担
っ
て
飛
ん
だ

こ
と
は
誰
の
目
に
も
分
か
っ
て
い
た
。

歳
時
の
自
分
の
姿
と
重
ね
合
わ

１７
せ
て
み
て
も
、
ど
の
部
分
で
も
重
な

摘
し
た
か
っ
た
」な
ど
と
釈
明
。

人
間
、
口
か
ら
出
る
言
葉
が
本
音

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
、
本

大
会
の
団
長
は
橋
本
聖
子
参
議
院
議

員
で
あ
る
。

戦
略
う
ん
ぬ
ん
は
、
ス
ケ
ー
ト
と

自
転
車
で
７
度
の
五
輪
を
経
験
し

て
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
申
し
子

と
い
わ
れ
た
橋
本
団
長
に
失
礼
で

あ
る
。

浅
田
真
央
さ
ん
は
、「
人
間
な
の
で

失
敗
は
す
る
。
失
敗
し
た
く
て
失
敗

す
る
の
で
は
な
い
」と
き
っ
ぱ
り
。

ど
ち
ら
が
大
人
の
コ
メ
ン
ト
な

の
か
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

言
葉
の
大
切
さ
を
自
ら
に
言
い
聞

か
せ
、
そ
っ
と
胸
に
手
を
当
て
て

い
る
。

る
と
こ
ろ
は
な
く
、
彼
女
の
絶
大
さ

に
心
打
た
れ
る
。

「
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
、
自
分

の
力
が
足
り
な
か
っ
た
。
次
に
必
ず

期
待
に
応
え
た
い
」、
淡
々
と
話
す

一
言
一
言
に
胸
が
詰
ま
る
。

素
敵
な
場
面
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
後
だ
け
に
、
あ
の
高
名
な
方
の
発

言
は
、
何
と
も
悲
し
く
て
や
り
き
れ

な
い
。

「
あ
の
子
、
大
事
な
と
き
に
は
必

ず
転
ぶ
ん
で
す
ね
」

「
負
け
る
と
分
か
っ
て
い
る
団
体

戦
に
、
浅
田
さ
ん
を
出
し
て
恥
を
か

か
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」

マ
ス
コ
ミ
か
ら
批
判
の
集
中
砲
火

を
浴
び
る
と
、「
真
意
と
全
く
違
う
。

団
体
戦
に
て
戦
略
を
間
違
え
た
と
指

菊川健一（きくかわ・けんいち）/当麻町長

メ
ダ
ル
以
上
の
感
動
と

言
葉
の
大
切
さ
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あん り

（４南３）

本広報紙は古紙100％再生紙を使用しています

ࢩ ࣬ ༡ ਬ
श̱̀み̵͘ん̥ȉࠇͬ࣬ࢩ༭ঞ࿂ષ́ခၳࢩ

મ̱̞ඤယ͈ږ・࿚̵̞ࣣͩ୶

γȜθβȜΐ iuuq;00upxo/upinb/ipllbjep/kq0lpvipv/iun

ྩْܑ͘هち̩̿りଔૺࢩ༭߸（緯̝４Ƚ２ˍˍˍ）

２月末現在・（ ）は前月比

世帯数女男総人口
3,077（-3）3,758（-3）3,244（-2）7,002（-5）
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